
亡国の岸田政権！防衛費も増税・少子化対策も増税?
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岸
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岸
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さ
れ
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近
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膨
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ア
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リ
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指
揮
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闘
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的
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を
閣
議
決
定
し
、
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保
平
和
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「
戦
争
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に
よ
り
、
ア
メ
リ
カ
が
海
外
で
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こ
し
た
戦
争
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参
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す
る
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と
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決
め
ま
し
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。
日
本
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自
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。
そ
う
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や
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要
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設
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撃
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。



戦争の時代 明治・大正・昭和
1890年(M23) 第1回衆議院選挙

1894年(M27) 日本、清国に宣戦布告(日清戦争勃発)

1895年(M28) 日清講和条約(下関条約)調印

1904年(M37） 日本ロシアに宣戦布告(日露戦争勃発)

1905年(M38) 日露講和条約(ポーツマス条約)

1910年(M43) 大逆事件

韓国併合に関する条約調印

1914年(T03) 第1次世界大戦勃発

日本、ドイツに宣戦布告

1915年(T04) 日本、中国に21条の要求（山東省を満洲と

同様な日本の勢力範囲とするなど)

1917年(T06） ロシアでソビエト政権成立

1918年(T07) 寺内内閣シベリア出兵宣言

第1次世界大戦終結

1919年(T08) 朝鮮独立運動全土に拡大

ベルサイユ講和条約調印

1920年(T09) 国際連盟発足 日本も加盟 戦後恐慌

1923年(T12) 関東大震災

1925年(s03) 男子普通選挙実現 治安維持法閣議決定

張作霖爆殺事件

1931年(s06) 柳条湖事件(満州事変勃発)

1932年(s07) 満州国建国宣言 大日本国防婦人会設立

1933年(s08) 日本・国際連盟脱退

1936年(s11) ２２６事件

1937年(s12) 盧溝橋事件(日中戦争勃発)

1938年(s13) 国家総動員令公布

1939年(s14) ドイツ・ポーランド進撃(第2次世界大戦勃発)

1940年(s15) 大政翼賛会発足

1941年(s16) 日本軍ハワイ真珠湾攻撃(太平洋戦争勃発)

原発攻撃を極秘研究 １９８４年外務省
日本国内の原発が攻撃を受けた場合の被害予測を密か
に研究していました。

反原発運動を恐れ公表していませんでした、この資

料によると想定される原発への攻撃と被害予測の研究

を84年2月にまとめていました。

シナリオ1

送電線・設備破壊、原発内の電気、冷却機能の破壊

で全電源喪失(福島事故とほぼ同じ)

炉心溶解・放射性物質が大気中に

シナリオ2

爆撃で格納容器や冷却装置が破壊

炉心溶解し、ただちに放射性物質が大気中へ

シナリオ3

ミサイルなどで格納容器、原子炉が破壊、炉心も爆

破

炉心の一部が飛散、燃料棒の温度上昇

シナリオ2の被害予測
緊急避難をまったくしなかった場合

急性死亡 最大1万8千人

急性障害 最大4万１千人

風下１６ｋｍ圏内住民が１～５時間以内に避難

急性死亡 最大８２００人

急性障害 最大３万３千人

長期的影響

ガン死亡 最大２万４千人

居住制限区域 最大８７ｋｍ圏内


